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B本学術会議1=""より λro.29 

「学術分野における国際貢献についての

基本的提言」を採択

平成5年5月 日本学術会議広報委員会

一……岡山田・w... ~・-一一一…ー…

日本学術会議は.1tる4H21Hから231:1まで第 116凶総会を開催しました。今回の日本学術会議だよりでは.同総会の議事
内容及び同総会で採択された Uf:術分野におけるIJiI際賞献についてのJJ;;本的提言」等についてお知らせいたします。
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日本学術会議第116回総会報告

日本学術会議第 1161!tJ総会(第15lUI・第5凶)が， 4 H 
21 EI -23日の31:1111Jにわたって|刻{桜された。

総会の初日の午前は.会長からのlìíj~.!1総会以降の経過報

告に続いて.各部.各委u会等の鍬仇・が行われた。次いでレ'
今旬l総会に提案されている 2~長 f'l について，それぞれ縫う従
説明がなされたf弘行疑応nが行われた。
午後からも縫'未来nに対する質疑応終が行われた後.引
き続き各部会がl湖fu!され，午前中に提案説明された総会従
業案件の審議が行われた。

総会2日目の午前1.1:，前H提案された 2案件及び緊急に

従業された 1案件の審議・採決が順次行われた。
まず， r [J!I際対応i:'H会の改車Ilについて(中合せ)Jが採
択された。これは，学術の11<1際化の，包速な進展に伴い， (剖

際学術[刊体&ぴl吋際手術協力事業への対応の重要性がます
ますm大してきており， II牛-，芋術会議としてもその職務を
遂行する.1-.て1 学術の(lil際化に!射する状況の迅速かつ的確

な把lk1が不可欠であるという観点から，よリ広範凶にわた
る凶際学術情報の収集と，それに法づく適切な対応ができ

るよう， lnl際対応組織のずとた強化を凶るために.必要な捕
置を議じたものである。

次いで， r，71術分野における同際武献についての基本的
提言」が採択された。本f'lーについては， EI 4>:学術会術第15
期活動計的iの中の重点目標として錨げられており，また，
一昨年秋の第 113副総会において内閣if房長官から学
術研究の分野で殺が凶がどのようなlc!!1際的武献をなすべき
かについて全学問領域から総合的に検討し.意見をH1すよ

う」求められ，以来，日本マ:術会議におけるF重要案件とし
て鋭意審議してきたものである。

提言lは立ム 1し."f:字:術分聖野fにJむ3ける凶際r武I献の怠義， 2_ザ
術分聖野fにおけるt怪凶E司l際r武正献の.fI:り }j， 3_学術分野における
国際賞献を進めるための従来という構成内谷になっており.

日本学術会議は.今後とも，本提言に基づき，具体的な諸

謀題について検討していくこととしている。

最後に， J-.記の縫i:tに基づき， 日本学術会議は， (詞際J'l
献のための新しいシステムを構築するための具体的方策を

直ちに倹討し.その迷やかな推進を図るという内容の「学

術分野における[1<1際貢献についての底本的提言に関する附
帯決議」が採択された。
またI r~ï"..術分野における l'lil際賞献についての基本的提

言」に関する会長談話を22日付けて'発表した。
午後からは.現1'1:.常置委民会.特別委民会で審議され
ている懸案事項について，自由討議が行われた。

総会3日目は，午前は各特別委員会，午後は各常置委員

会・[:EI際対応委員会がそれぞれ開催された。
なお，近藤会長が 4月22日に伊iI!可'内閣官房長官と，ま

た， riiJ27日に宙滞内閣総理大臣とそれぞか会見し学術
分野における凶際司献についてのJJ;;本的提言」を手渡すと

ともに， I白l提言について報告した。

学術分野における国際貢献についての
基本的提言(抜粋)

(前文略)

1 _学術分野における国際貢献の意義
(本文略)

2 _学術分野における国際貢献の在り方
(本文略。項目のみ)

(1)対等・互lM，の原則に基づいた国際学術協力の強化
(2) 伝l際学術協力の総極的発議等
(3) 人材育成への協力による凶際貢献の推進

(4) 我が国の学術情報の提供・紹介の促進

(5) 学術に関する凶際団体への対応強化

3.学術分野における国際貢献を進めるための提案
前節で述べた我が凶の学術分野における国際貢献の在

り方を踏まえ，これを推進していくために，以下の事演

を提案する。

(1) 我が固からの情報提供機能等の充実・強化

①学会の支援・育成

我が国の学会は，高等教育研究織関や産業界の研

究成果の発表の場として重要な役割を来たしてきた。

また，研究者相互の活発な国際交流等を通じて，情

報の提供に努めているところである。しかしながら，

ほとんどの学会は.資金の不足から，必要ーな活動も

十分にできない状況にある。

学術分野における国際貢献という観点において，

非政府機関 (NGO)としての学会の果たす役割は

極めて大きしそれらが有する情報提供機能を最大

阪に発揮できるよう，学会の支援・育成を図る必要

由ずある。

② アジア地域における学術研究に関する連携の強化
我が閣と地理的・歴史的・文化的な関係の深いア

ジア地域の学術の発展に資するため，アジア地域の

科学者や学術研究機関の聞の学術研究ネットワーク

を鉱充・強化することが必要である。また，将来的

には.アジアの学術振興のための国際的な組織の.a

1) '}jについて，関係各国の科学者と協議していく必
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要がある。

(2) 国際学術交流のための支援の充実

①学術研究機関の笠備等

新しい知識の創造と発展は，優れた研究者が集い，

切確琢磨するところから生まれるものであり，研究

者の未知への挑戦に対して最も適切な施設・資金・

支援システムなどの研究環境を提供することが必要

である。したがって，全世界の研究者が日本で研究

することに魅力を感じ，充実した研究生活が送れる

ように，学術研究機関の慾備及び適切な運営を図る

べきである。

② 来日研究者・留学生への支緩の充実
学術分野における国際貢献の第一歩として，各国

の人材育成への協力，とりわけ来日研究者・留学生

の支援に十分な配慮、がなされなければならない。し

たがって，内外における日本語教育の充実や，来日

研究者・留学生の住居，日本人研究者・学生や地域

の人々との交流を可能とする交流施設など生活・文

化施設の!.~備・充実を早急に図るべきである o
③ 海外派遣研究者への支援の拡充
国際学術交流は，相手国の国情に応じた総合的配

慮の下に行われる必要がある。したがって，その国

の研究者との恒常的な連携・協力を維持するととも

に我が国からの海外派遣研究者が必要とする各純情

報の提供や連絡・調整などもできる人材の当該国へ

の配置など，海外派遣研究者の支媛体制の拡充を検

討する必要がある。

(3) 学術分野における国際貢献のための新しいシステム

の構築

悶際的な学術協力については，我が国においても，

既に多くの機関がその努力を重ねているところである。

しかしながら，投入されている資金等そのための支媛

は，質・量ともに，未だ国際的な要求に応える水準に

まで達しているとは言えない。しかも，現在倒別に推

進されている学術協力の相互の連絡・謝務は.必ずし

も十分ではなし我が国の総力を挙げてこれを推進し

ているとは言えない状態にある。

また，今後ますます増えていくと思われる各種の国

際的な学術協力プロジェクトの立案や協力，参加，推

進については.これまで以上に，科学者の総意を反映

しつつ，総合的かつ適切な判断を機動的になし得る場

を確保しなければならない。

さらに，我が国が国際的な学術協力のための諸施策

を強力に推進するためには.科学者のカのみならず，

政府・産業界の協力，更には国民の理解等総合的な支

援が必要である。

これらの問題点を改善し，学術分野において国際社

会の期待に応える貢献をなし得るように.国民の理解

の下に，諸課題の撃理，必要な資金の確保・配分等を

行う新しいシステム(例えば「学術協力機構J )を構

築するなど，今後真剣に検討を進める必要がある。

総わりに

日本学術会議は，人類共通の資産としての学術の発展

こそが人類の繁栄と世界の平和の礎となるとの見地から，

本提言を取りまとめたものである。

なお， 日本学術会議は，今後とも，本提言に基づき，

内外の科学者を始め，広〈関係各方面の意見を聴きなが

ら，具体的な諸課題について引き続き検討していくこと

を付言したい。

平成5年(1993年)度共同主催国際会議

日本学術会議では，我が閣において開催される学術関係

国際会議のうち毎年おおむね6件について，学・協会と共
同主催している。

本年もまた， 6 f!j:の匝l際会議を共同主Hl・することとして
おり，その概要は，次のとおりである。

.第7回太平洋学術中1111会議(6月27日一 7H3日)
太平洋地域の住民の繁栄と悩祉に直接関わる学術上の問

題に関する研究を発展させるため.討論を行い.救新の研

究↑fi報を交換することを目的として宜野湾市 (i中車電コンベ

ンンヨンセンター， i1j'縄昔I1ホテル.メルパルクi中縄)にお
いて開催される。
参加予定人数500人(国外300人.国内200人)参加l予定問

数29か国。

.第6四国際気象学:大気物理学協会科学会議及び第4同制

際水文科学協会科学会談合同国際会議(7月11日-23日)
気象学，大気物理学及び陸水・水文科学に関する研究を

発展させるため.討論を行い，最新の研究情報を交燥する

ことを目的として横浜市(横浜国際平和会議場)において

開催される。

参加予定人数1，500人(匡l外700人，国内800人)，参加l予定
国数68か国。

.第15回国際航物科学会議(8月23日-9月3日)

M物科学に|刻する研究を発展させるため，討論を千r~ 、.

最新の研究情報を交検することを目的として横浜市(横浜

国際平和会議場)において開催される。

参加予定人数4，000人(腔l外1，500人，凶内2，500人)，参加l
予定回数81か闘。

.第24回国際電波科学:迎合総会(8月23日-9月3I:l) 
電波科学に関する研究を発展させるため，討論を行い.

最新の研究情報を交換することを目的として京都市(国立

京都国際会館)において開館aされる。

参加予定人数1，200人(闘外800人，園内400人)，参加l予定

国数49か回。

.アジア社会科学研究協議会連盟第10回総会
( 9月5日-11日)

アジア・太平洋地域における社会科学の教育，研究，訓

練及び普及を促進するため，討論を行い.最新の研究情報

を交換することを目的として川崎市(かながわサイエンス

パーク)において開催される。

参加予定人数120人(国外60人，国内60人)，参加予定怪l数
17か因。

.第21回国際純粋・応用物理学連合総会(9月20日-251:1) 

物理学を発展させるため.討論を行い，最新の研究情報

を交換することを目的として奈良市(奈良県新公会堂)に

おいて開催される。

参加予定人数300人([jJ外150人，国内150人)，参加予定国
数41か因。

御意見・お問い合わせ等がありましたら，下記ま

でお寄せください。

〒106東京都港区六本木7-22-34
日本学術会談広報委員会 電話03(3403)6291附




